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日 時：平成２７年６月１５日（月） 場所：本校中会議室

参 委員長 校長

加 委 学校評議員 ２名

者 員 学校関係者評価委員 ４名

保護者代表 １名（学校関係者評価委員１名を含む）

生徒代表 前期生徒会執行部員４名

学校代表 ２名

幹 事 副校長、教頭

１校長挨拶

学校評価・運営協議会の説明。生徒も学校評価に参加する協議会である。ぜひ、生

徒の視線から見た八頭高校について話をして欲しい。

２ 自己紹介

３ 協議

〇生徒会活動について

・「愛し愛され運動」紹介ビデオを視聴

・６月１３日（金）第１回愛し愛され運動は前年度の参加者をはるかに上回る２３３

名でした。１３日の様子・今後の展望・学校への要望などを聞かせてください。

生徒：先週金曜日の「愛し愛され運動」について。今回、２００人を越えた。そんな

に集まるとは思っていなくて、募集期間も短くて、見積もりを誤ってしまった。

一生懸命やっている生徒もいたが、人が多すぎて立っているだけの参加者もい

た。

生徒：八頭高校駅前を掃除した。八頭高生が出したと思われるゴミは少なくて、タバ

コと酒類のゴミが印象に残った。

生徒：参加者が多すぎて、ルートが少なく手持ち部沙汰になってしまっている参加者

もいた。今は放課後の１時間程度の活動だが、もう少し時間があれば、区域が

拡大できると思う。

生徒：この活動が好きです。理由は、様々な部活や学年が集まるので、普段関われな

い八頭高生と触れ合うことができるからです。とても良い機会です。

学校への要望

生徒：掃除道具の数を増やしてほしい。
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各委員からのメッセージ

委員：昨年愛し愛され運動に参加しました。今回は人数の事前把握はできたのかな？

参加者に役割を持たせてほしい。せっかくの機会なので地域との関わりを持っ

てほしい。

委員：参加者が多ければ日にちを分けてみてもよいのでは。HP 等 PR の仕方を考えて

みてはどうか。最近、この近辺はきれいになっている。中学生と一緒にやって

みるのも良いと思う。

委員：地域の小学校として、昼休憩コンサートなどにも八頭高生に来ていただいてい

る。次はグランドの草取りなど小学生が高校生と一緒にできることを考えたい。

校長：今、清掃活動のみになっているが、もっと幅広く考えてみても良いのではない

だろうか。君たちから、アイデアが欲しい。華道部の福祉施設の訪問なども愛

し愛され運動の一環。地域と高校がどうつながってゆくのか。

委員：因美線・若桜線には無人駅が多くある。無人駅などの清掃を行うなどして、地

域に PR しても良いと思う。また、ケーブルテレビなども来てくれるので積極

的に利用してみては。グランドゴルフ場で高齢者と話すだけでも良いと思う。

教頭：せっかくの活動なので、広めることも必要です。

委員：あまり負担のかからない、継続性のある行動をしてくれれば。お年寄りとの交

流は、互いにメリットがあること、ぜひやってほしい。

〇学習・授業について

・３年・２年に進級して学習に対する姿勢も変わったのではないでしょうか。今の学

習の状況や学校への要望は？

生徒：ゲームが好きだが、３年生になってからゲームをやめ睡眠時間がとれてきた。

自宅学習は１日３．５～４時間している。

生徒：２年の後半から補習をしている。３年になって、自習室等も開放してくれてい

る。環境に感謝。勉強合宿に参加したい。

生徒：２年は基礎。３年で受験向けのことをやっている。質の向上に努めている。

生徒：今年から、探究コースのクラス分けがが２年生からになった。探究コースには

色々な行事もあって勉強時間が足らなくなってきた。模試も増え、時間が足ら

なくなってきた中での模試はつらい。

（それをうけて、３年生）

生徒：コツコツやるしかないです。

委員：自分は試験の直前に頑張るタイプだった。３年生も言ったように、毎日コツコ

ツとやることが必要だと思います。頑張ってください。

〇生活指導について

昨年度の自己評価では生活面はとても落ち着いており、さきほどの会議でも生活面
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が良いとの話でした。生活指導については次回話し合うことにしましょう。

最後に委員のみなさまより生徒会へエール

委員：チャレンジを忘れないで頑張ってください。

委員 :：校訓を知っていますか。真摯明朗・克己尽力のとおりに何事も実行してほし

い。結果は後からついてくる。

委員：多くの大人も皆さんの活動の巻き添えにしてください。保護者・先生にアタッ

クしてほしい。

委員：子供も、生徒会と部活を両立していた。大変だけど、将来宝になると思う。

委員：私は若桜から汽車で八頭高校に通っていた。行きの汽車の中で、勉強をした。

その場所は、勉強する目標は自分で決めるもの、結果的に列車での勉強の輪が

広がっていた。信じるところに道ありき。頑張ってほしい。

委員：私も若桜。本気でやったのは２年生の冬から。週４０時間勉強をした。（教員

からではなく）皆さん八頭高生から八頭校の良さを中学生に伝えてほしい。よ

ろしくお願いします。

４ 校長挨拶

委員の皆様、生徒にエールを送っていただきありがとうございました。行事の連絡

などもいたしますので、時間がありましたら是非顔を出してください。


